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甲
府
昭
和
高
校

◎
10
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
11
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
10
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
感
染
症
と
行
事
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
、家

庭
状
況
の
把
握
に
つい
て

•
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
と
対
策
、

対
応
に
つい
て

•
今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
体
制
に
つい
て

•
新
入
学
児
童
生
徒
数
、学
級
数
に
つ

い
て

•
人
事
評
価
と
年
度
末
人
事
異
動
に

つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
進
捗
状
況

に
つい
て

•
風
土
伝
承
館「
杉
浦
醫
院
」の
今
後

に
つい
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
事
業
報
告
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

他
議
事

•
就
学
援
助
費
支
給（
追
加
）認
定
に

つい
て

教
育
委
員
会

　

高
校
の
文
化
部
の
祭
典
、
芸
術
文
化
祭
に
お
い
て
、
甲
府
昭
和
高
校
放
送

部
は
全
部
門
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
全
国
大
会
、
関
東
大
会
へ

の
出
場
権
、
出
品
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
力
と
し
て
活
躍
し
た

押
原
中
学
校
出
身
の
2
年
生
、
３
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
ま
だ
ま

だ
続
き
ま
す
が
、
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
か
。
か
ぜ
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

も
、
適
度
な
運
動
で
体
力
を
つ
け
、

一
日
三
食
（
朝
・
昼
・
夜
）
の
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
、
十
分
な
睡
眠
を

と
り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
体

内
に
ウ
イ
ル
ス
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ

う
、
手
洗
い
、
う
が
い
も
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
、
普
段
の

生
活
で
も
で
き
る
セ
ン
タ
ー
で
の
手

洗
い
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①�

手
を
流
水
で
洗
い
、
汚
れ
を
取
り

除
く
。

②
石
鹸
を
十
分
に
泡
立
て
る
。

③�

手
の
ひ
ら
と
甲
を
よ
く
洗
う
。

④
指
の
間
を
よ
く
洗
う
。

⑤
親
指
の
付
け
根
を
洗
う
。

⑥
指
先
を
洗
う
。

⑦
手
首
か
ら
肘
ま
で
洗
う
。

⑧�「
爪
ブ
ラ
シ
」
で
、
爪
の
間
、
爪

の
脇
な
ど
を
洗
う
（
ブ
ラ
シ
が
な

い
場
合
は
、
反
対
の
手
の
平
に
こ

す
り
つ
け
て
洗
う
）。

⑨�

最
後
に
流
水
で
よ
く
す
す
ぎ
、
清

潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
で
拭

き
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
。

　

肘
ま
で
洗
っ
た
り
、
ブ
ラ
シ
を

使
っ
た
り
少
し
専
門
的
で
す
が
、
こ

の
手
順
の
手
洗
い
を
「
２
回
」
行
う

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
繰
り
返

し
行
う
こ
と
で
、
汚
れ
や
ウ
イ
ル
ス

は
１
回
洗
い
よ
り
も
落
と
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
だ
け
で
な
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
も
、

手
洗
い
が
有
効
的
な
手
段
の
一
つ
で

す
。
感
染
症
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
、
手
洗
い
の
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

三
学
期
の
給
食
は
10
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。
１
月
の
給
食
は
、
給
食

週
間
に
合
わ
せ
、
山
梨
県
の
郷
土
料

理
と
地
場
産
物
を
活
用
し
た
給
食
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
安
全
、
安
心
で
お
い
し
い

給
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
、

セ
ン
タ
ー
職

員
一
同
、
よ
り

一
層
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
『
ツ
ナ
グ
（
辻
村
美
月
）』
を
朗
読
し

ま
し
た
。
女
子
高
生
の
嫉
妬
や
恨
み
な

ど
、
暗
く
重
め
な
シ
ー
ン
を
あ
え
て
速

く
読
ん
だ
り
、
少
し
だ
け
高
め
の
声
で

読
ん
だ
り
し
て
み
ま
し
た
。
自
分
の
声

で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
小
さ
な
興
味

を
感
じ
て
入
部
し
た
の
で
す
が
今
で
は

「
話
す
」
と
い
う
行
為
が
私
に
と
っ
て
の

強
み
か
つ
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
部
門
で
は
、
地
域
向
け

に
20
年
近
く
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
発
行

し
て
い
る
新
聞
店
を
紹
介
し
ま
し
た
。

取
材
し
た
内
容
を
時
間
内
に
収
め
る
た

め
に
、
ど
の
言
葉
を
ど
う
使
う
か
を
考

え
て
編
集
し
ま
し
た
。
普
段
は
、「
迷
っ

た
ら
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

司
会
を
し
た
先
輩
の
声
の
き
れ
い
さ
に

惹
か
れ
て
入
部
し
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ

オ
部
門
は
音
の
み
で
伝
え
る
の
で
、
ス

ピ
ー
ド
や
強
調
す
る
箇
所
に
注
意
し
ま

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
全
国
に
行
く
こ
と

が
今
後
の
目
標
で
す
。
勉
強
と
の
両
立

が
し
や
す
い
部
活
動
な
の
で
、
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

昭
和
町
で
は
、
道
徳
教
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

も
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
か

け
町
内
小
中
４
校
が
、
道
徳
の
授
業

や
教
育
講
演
会
を
地
域
に
公
開
し
て

い
ま
す
。
押
原
中
で
は
、
命
に
つ
い

て
学
年
ご
と
様
々
な
視
点
か
ら
自
分

に
問
う
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
常

永
小
で
は
、
不
登
校
の
理
解
と
支
援

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
西
条
小
で
は
、
元
南
極
観

測
隊
員
の
体
験
談
か
ら
将
来
の
夢
や

仕
事
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
問
い

か
け
て
い
ま
し
た
。
押
原
小
で
は
、

ふ
る
さ
と
探
検
で
地
域
に
出
て
、
地

域
の
方
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
鄕
土
へ
の
思
い
を
育
む
取
組

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
公
開
を
通

し
て
様
々
な
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
社
会
の

一
員
と
し
て
健

や
か
で
心
豊
か

な
子
ど
も
を
育

ん
で
い
け
る
よ

う
願
っ
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
５
月

に
５
類
と
な
り
、
様
々
な
活
動
が
、

以
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
上
河
東
区
で
開
催
さ

れ
た
「
夏
祭
り
納
涼
祭
２
０
２
３
」

に
お
い
て
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
担
当

し
て
調
理
、
販
売
を
行
う
焼
き
そ
ば

と
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
に
中
学
生
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
が

降
る
中
で
は

あ
り
ま
し
た

が
、
大
き

な
鉄
板
で

ソ
ー
セ
ー
ジ

を
焼
く
担
当
。
出
来
上
が
っ
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
容
器
に
詰
め
る
担
当
。
販

売
を
す
る
担
当
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
楽
し
そ
う
に
和
気
あ
い
あ
い

と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
行
事
に
係
わ
っ
て

い
く
と
共
に
、
夏
休
み
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ
て
い
き
、
従
来

の
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
係
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課

昭
和
町
民
会
議

  

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

  

芸
術
文
化
祭
で
活
躍　
甲
府
昭
和
高
校
放
送
部

望
もちづき

月 花
か な

奈 さん 今
こん

　綾
りょうた

太 さん 寺
てらにし

西 澄
す ば る

春 さん

 

町
内
４
校
の
道
徳
授
業
と

 

公
開
講
演
会
か
ら

  

活
動
紹
介 

上
河
東
区

　

12
月
２
日
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
運
動
会
が

押
原
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
形
に

戻
し
て
い
く
た
め
に
町
内
こ
ど
も
園

及
び
保
育
園
へ
の
案
内
チ
ラ
シ
の
送

付
も
再
開
し
、
未
就
学
児
約
20
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
運
動
会
は
、
町

内
の
８
つ
の
単
位
団
が
一
堂
に
会

し
、
単
位
団
の
枠
を
超
え
、
風
・
林
・

火
・
山
の
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
指

導
者
と
保
護
者
の
協
力
の
も
と
、
日

頃
他
の
競
技
を
し
て
い
る
仲
間
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

青
空
の

下
、
単
位
団

の
垣
根
を
超

え
て
協
力

し
、
競
技
に

取
り
組
む
団

員
の
姿
は
と

て
も
輝
い
て

い
ま
し
た
。

　

山
梨
県
文
化
協
会
連
合
会
第
45
回

「
山
梨
県
短
歌
大
会
」
に
お
い
て
、

昭
和
町
文
化
協
会
短
歌
部
の
三
橋 

雅
江
さ
ん
（
写
真
中
央
左
）
が
大
会

会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

入
選
15
首
に
同
じ
く
大
原 

優
美
子

さ
ん
（
写
真
左
）、
河
田 

よ
し
ゑ
さ

ん
（
写
真
右
）
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
文
化
協
会
短
歌
部
の
中
か

ら
、
３
名
が
入

選
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
は
た
い

へ
ん
栄
誉
な
こ

と
で
す
。
入
選

者
並
び
に
部
員

の
皆
様
が
、
こ

れ
か
ら
も
創
作

活
動
に
邁
進
し
、
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

文
化
活
動
は
、
私
た
ち
の
心
を
豊

か
に
し
人
々
の
心
の
つ
な
が
り
を
強

め
活
力
あ
る
社
会
を
生
み
出
し
ま

す
。
短
歌
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
町

民
の
方
に
発
信
で
き
る
よ
う
昭
和
町

文
化
協
会
と
し
ま
し
て
引
き
続
き
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

第
34
回
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ

 

少
年
団
運
動
会

 

山
梨
県
短
歌
大
会
で

 

大
会
会
長
賞
を
受
賞
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◦ギターの調べ
　クラシックギターの音色を聞きな
がら、館内で癒やしのひとときをお
楽しみください。
日 時　1月6日（土）  午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸氏

◦0,1,2歳児のおはなし会
※定員予約制 
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。
日 時　1月18日（木）  午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　1月5日（金） 午前10時〜

◦おはなし会※定員予約制 
　おはなし、手遊び、絵本などを
お楽しみください。
日 時　2月3日（土）  午前11時～
対 象　幼児〜小学生低学年
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　1月7日（日） 午前10時〜

◦新春落語会 -2024- ※定員予約制 
　落語はもちろん手品など盛りだくさんの内容です。 
“新春初笑い”にぜひお越しください。
日 時　1月13日（土） 午後1時30分～
場 所　図書館・視聴覚室
定 員　20名
出 演　甲府落語会
申 込　1月5日（金） 午前10時～

◦大人のためのおはなし会※定員予約制  
　　大人が楽しめるおはなし会です。心安らぐ癒やし
のひとときをお楽しみください。
日 時　1月28日（日） 午後2時～
場 所　図書館・視聴覚室
定 員　20名
出 演　ききみみずきんおはなしの会
申 込　1月5日（金） 午前10時～
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『  お正月がやってくる  』
『 ホッキョククジラのボウ
　　　　　200 年のたび 』

『  世界の研究者が調べた
　すごすぎる実験の図鑑 』

秋山とも子／作・絵
ポプラ社

アレックス・ボースマ／作・絵
ニック・パイエンソン／作

千葉茂樹／訳
小学館

ライブ／編
カンゼン

　お正月かざりを売るなおこ
さん一家の年末年始をとおし
て、人びとのくらしに息づく
お正月を迎えるよろこびを
ユーモラスかつ細密な筆致で
描いています。
　親子で読みたい行事絵本で
す。

　200 年も生きる哺乳類、ホッキョ
ククジラ。主人公のメスクジラの
ボウはその長い一生で、たくさん
の仲間と交信し移動して生活して
います。ホッキョククジラの生態
とそれを取り巻く環境の変化を、
150 年前から現代まで時代を追いな
がら描いています。
　ボウの生きてきた海の変化とは。

　最先端のテーマから、日常の疑問
にスポットを当てたもの、さらに昔
から良く知られた噂に関するものま
で、古今東西の科学者たちが行った、
様々な実験や研究を集めた 1 冊。
　思わず「へぇ～！」と言ってしま
うものや、「なぜそんな実験を ⁉」
と笑ってしまうものまで、科学が苦
手な人も楽しめます。

◦1月の休館日
1 ～ 4日（月～木・年末年始）、
8日（月・祝日）、15日（月）、
22日（月）、29日（月）、
31日（水・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※1月の粗大ごみの日は、1月22日（月）になります。当日の朝6:30 ～ 8:30の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
　そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.188

・�

暖
冬
の
影
響
で
全
国
で
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
発
生
が
増
え

て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
田
植
え
後
、
約
３
週
間
ま
で
の
や
わ
ら
か
く
、
小
さ

な
苗
を
食
害
し
、
ピ
ン
ク
色
の
卵
塊
が
特
徴
で
す
。
冬
期
の
耕
う
ん
や
薬
剤
の
適
切
な

散
布
が
被
害
防
除
に
有
効
で
す
。
す
で
に
発
生
し
て
い
る
ほ
場
で
は
次
の
こ
と
を
必
ず

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

冬
期
の
耕
う
ん
は
物
理
的
な
破
砕
を
行
う
と
と
も
に
、
貝
を
厳
寒
期
の
寒
風
に
さ
ら
す

こ
と
で
駆
除
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
速
度
を
遅
く
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

回
転
を
速
く
し
、
土
壌
を
細
か
く
砕
く
よ
う
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

未
発
生
ほ
場
へ
の
貝
の
持
ち
込
み
を
防
ぐ
た
め
に
、
使
用
後
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
付
着
し

た
泥
を
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
は
人
体
に
有
害
な
寄
生
虫
（
広
東
住
血
線
虫
）
が
い
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
ゴ
ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
の
ト
ン
グ
な
ど
を
使
用
し
、
素
手
で
は
扱
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
触
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
を
休
止
す
る
た
め
、
こ
の
期
間
に
資
源
ご

み
を
大
量
に
出
さ
れ
る
と
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
周
辺
に

ご
み
が
散
乱
し
て
し
ま
っ
た
り
と
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　
次
の
期
間
は
資
源
ご
み
の
投
入
を
お
控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
回
収
を
休
止
す
る
資
源
ご
み

　
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
白
色
ト
レ
ー
、
び
ん
類

●
回
収
を
休
止
す
る
期
間

　
12
月
29
日
（
金
）
～
１
月
３
日
（
水
）

　
※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
12
月
30
日
（
土
）
～
１
月
３
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　
環
境
経
済
課　
農
政
振
興
係
（
☎
２
７
５-

８
３
５
５
）

年
末
年
始
、資
源
ご
み
の
投
入
は
お
控
え
く
だ
さ
い
！

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
対
策
を（
冬
編
）

　

年
末
年
始
は
人
の
往
来
の
激
し
い
時
期
で
す
が
、
ご

自
宅
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
が
逃
げ
出
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
犬
は
首
輪
や
リ
ー
ド
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か

ど
う
か
、
猫
に
つ
い
て
は
空
気
の
入
れ
替
え
の
た
め
に

窓
を
開
け
た
際
の
逃
げ
出
し
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
外
出
の
際
ペ
ッ
ト
を
自
宅
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

も
、
同
様
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
も
、
ペ
ッ
ト
と
い
っ
し
ょ
に
…

　

町
で
は
、
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

町
内
の
運
送
事
業
者
の
皆
様
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
「
昭
和
町
運
送
事

業
者
等
燃
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
令
和
6
年
2
月
9
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
の
上
、
対
象
の
事
業
者
の
方
は
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
後
の
申
請
は
、
原
則
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w

.tow
n.show

a.yam
anashi.jp/soshiki/8/8229.htm

l

昭
和
町
運
送
事
業
者
等
燃
料
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
交
付
申
請
に
つ
い
て

マルタニシ（在来種）ジャンボタニシ

用水路（水口）の卵塊

螺旋上部

殻径

殻高
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●健康体操教室
　11日（木）・18日（木）
●ふれあい教室
　12日（金）　いすヨガ
　16日（火）　背骨コンディショニング
　18日（木）　脳トレ体操
　25日（木）　スローエアロビック
　29日（月）　リンパ体操
●コーヒーの淹れ方講座
　13日（土）・27日（土）
フードドライブにご協力ください
収集期間：12日（金）〜21日（日）
収集場所：イオンスタイル甲府昭和
　　　　　イトーヨーカドー甲府昭和店
　　　　　バロー甲府昭和店

●印の事業は、事前申込制です。

1月の予定

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

55
キ
ネ
マ
映
画
鑑
賞
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
っ
か
け
事
業

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う
」参
加
者
募
集
！

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、11
月
14
日（
火
）、22
日

（
水
）、26
日（
日
）、28
日（
火
）の
４
日
間
に
か
け
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
未
来
会
代
表
の
山
下
博
史
様
を
招
き
、災
害
時
を

想
定
し
た
復
旧
復
興
の
た
め
の
座
学
及
び
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

11
月
26
日（
日
）に
は
県
地
震
防
災
訓
練
に
参
加

し
、発
災
時
を
想
定
し
た
緊
張
感
の
あ
る
中
で
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
民
の
皆
様
と
協
力
し

て
、い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
大
規
模
災
害

に
備
え
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
後

も
災
害
に
関
す
る
講
座
や
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、10
月
26
日（
木
）に
町
内
在
住
の
55
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
55
キ
ネ
マ
映
画
鑑
賞

会
を
T
O
H
O
シ
ネ
マ
ズ
甲
府
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、96
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、「
沈
黙
の
艦
隊
」を
上
映
し
ま
し
た
。

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
迫
力
の
あ
る
映
画

を
観
賞
し
、参
加
者
か
ら「
外
出
の
機
会
が

で
き
て
う
れ
し
い
」「
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
で
見
る
映
画
の
迫
力
に
手
に
汗
握
り
ま

し
た
」「
来
年
度
も
ま
た
実
施
し
て
ほ
し

い
で
す
」と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
も
多
く
の
皆
様
が
楽
し
め
る
55
キ

ネ
マ
と
な
り
ま
す
よ
う
に
工
夫
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
作
り
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
っ
か
け
事
業
を
開
催
し
ま
す
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

作
っ
て
、今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
　

２
月
16
日（
金
）大
人
向
け
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
作
り

　
　
　
　
　
　
　
17
日（
土
）子
ど
も
向
け
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
作
り

　
　
　
　
　
両
日
、午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
※
１
日
の
み
の
ご
参
加
で
も
可
能
で
す
。

会　
場　
　
町
総
合
会
館
２
階　
講
習
室
・
相
談
室

対
象
者　
　
各
日
20
名（
先
着
順
）

　
　
　
　
　
町
内
在
住
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
　
　

�

町
内
在
住
又
は
町
内
の
中
学
校
・
高
校
に

　
　
　
　
　
通
学
さ
れ
て
い
る
生
徒

持
ち
物　
　
①
筆
記
用
具 

②
マ
ス
ク（
着
用
を
推
奨
し
ま
す
）

申
込
期
間　
令
和
６
年
１
月
12
日（
金
）
～
２
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　
※
原
則
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
※
受
付
時
間
は
、平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 317 号

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その229国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、今

月
二
十
歳
の
集
い
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、20
歳
に
な
っ
た
時
の
国
民
年
金

の
手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。 

  　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
学
生
・
自
営

業
者
・
無
職
の
方
等
は
、国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
は
、国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。公
的
年
金
制
度
は
、老
後
や
障
害
を

負
っ
た
と
き
に
、働
い
て
い
る
世
代
み

ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
、保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、老
後
や
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）

に
加
入
し
た
こ
と
の
お
知
ら
せ
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、概
ね
２
週
間

以
内
に「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」、「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」、「
国
民
年

金
保
険
料
納
付
書
」、「
国
民
年
金
の
加

入
と
保
険
料
の
ご
案
内（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）」、「
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
と
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

書
」、「
返
信
用
封
筒
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」は
加
入
す

る
年
金
制
度
の
変
更
手
続
き
や
年
金
の

請
求
手
続
き
な
ど
一
生
を
通
し
て
使

用
し
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

だ
っ
た
方
や
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方（
し
て
い
た
方
）に
は
送
ら

れ
ま
せ
ん
）。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
程
度

経
過
し
て
も「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」が
届
か
な
い
場
合
は
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、役
場
町
民

窓
口
課
年
金
担
当
ま
た
は
竜
王
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、次
に
該
当
す
る
方
は
、国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
さ
れ
、「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
い

た
方
➡ 

竜
王
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、配
偶
者（
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
）の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

➡
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
連
絡
し
、国

民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

    　
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」に
同

封
さ
れ
て
い
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、月
額
１
万
６
５
２
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。国
民
年
金
制
度
は
20
歳
に
な

る
誕
生
日
の
前
日
が
新
規
加
入
日
と
な

り
、加
入
日
の
属
す
る
月
か
ら
保
険
料

が
発
生
し
ま
す（
例
え
ば
、令
和
６
年
１

月
１
日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、令
和
５

年
12
月
31
日
が
加
入
日
と
な
り
、保
険

料
は
12
月
分
か
ら
発
生
し
ま
す
）。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
等
の
詳
細
は
竜

王
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
・

付
加
保
険
料
納
付
・
前
納
等
が
可
能
で

す
が
申
し
出
が
必
要
で
す
。付
加
保
険

料
や
前
納
は
申
出
月
か
ら
の
開
始
と
な

り
ま
す
の
で
、加
入
月
か
ら
の
納
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、お
早
め
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

   　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
人
の
た
め
に
保
険
料
の
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、未

納
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。こ
の
制
度
は
所
得
限
度
額
未
満
の

方
が
学
生
の
間
、納
付
を
猶
予
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の
方
も
所
得
限
度

額
未
満
の
場
合
は
、免
除
・
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
制
度
を
希
望
す
る
方

は
役
場
町
民
窓
口
課
年

金
担
当
ま
た
は
竜
王
年

金
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課 

年
金
担
当（
直
通
）

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所

（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
!  

〜　
国
民
年
金
の
基
礎
知
識
を
学
ぼ
う　
〜

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

20
歳
に
な
っ
た
時
の
手
続
き
に
つ
い
て

55 キネマ参加者の様子
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男
女
公
平
で
理
解
を
進
め
よ
う

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
依
田 

茂
巳
（
西
条
二
区
）　

No.231

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

日
本
の
憲
法

　

日
本
の
憲
法
1414
条
に
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、

条
に
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ

れ
な
い
」
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

れ
な
い
」
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

権
利
や
チ
ャ
ン
ス
が
す
べ
て
の
人
に
平
等
に

　

権
利
や
チ
ャ
ン
ス
が
す
べ
て
の
人
に
平
等
に

与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

せ
ん
。
し
か
し
、
性
別
の
違
い
や
肉
体
的
な
違

し
か
し
、
性
別
の
違
い
や
肉
体
的
な
違

い
、
そ
し
て
個
性
の
違
い
を
無
視
し
て
「
平

い
、
そ
し
て
個
性
の
違
い
を
無
視
し
て
「
平

等
」
を
進
め
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
い
い
こ
と

等
」
を
進
め
る
こ
と
は
、
果
た
し
て
い
い
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
は
少
し
前
に
話
題
に
な
っ
た
「
平

　

皆
さ
ん
は
少
し
前
に
話
題
に
な
っ
た
「
平

等
、
公
平
・
公
正
」
と
い
う
イ
ラ
ス
ト
を
見
た

等
、
公
平
・
公
正
」
と
い
う
イ
ラ
ス
ト
を
見
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
高
い
壁
の
向
こ
う

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
高
い
壁
の
向
こ
う

で
野
球
観
戦
を
し
て
い
る
人
が
い
て
、
背
の
高

で
野
球
観
戦
を
し
て
い
る
人
が
い
て
、
背
の
高

い
人
、
中
位
の
人
、
低
い
人
の
３
人
が
い
ま
す
。

い
人
、
中
位
の
人
、
低
い
人
の
３
人
が
い
ま
す
。

平
等
と
は
、
み
ん
な
に
同
じ
高
さ
の
踏
み
台
を

平
等
と
は
、
み
ん
な
に
同
じ
高
さ
の
踏
み
台
を

渡
す
こ
と
で
す
。
試
合
の
見
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ

渡
す
こ
と
で
す
。
試
合
の
見
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
ま
す
。
公
平
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

違
っ
て
い
ま
す
。
公
平
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
背
に
合
わ
せ
た
高
さ
の
違
う
踏
み
台
を
渡
す

の
背
に
合
わ
せ
た
高
さ
の
違
う
踏
み
台
を
渡
す

こ
と
で
す
。
背
の
低
い
人
に
は
高
い
踏
み
台
を

こ
と
で
す
。
背
の
低
い
人
に
は
高
い
踏
み
台
を

渡
し
、
誰
も
が
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

渡
し
、
誰
も
が
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

う
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
れ
が
公
平
性
を
生
む
状
態
で
す
。
公
平

る
、
そ
れ
が
公
平
性
を
生
む
状
態
で
す
。
公
平

に
進
め
る
こ
と
で
平
等
が
生
ま
れ
、
も
っ
と
言

に
進
め
る
こ
と
で
平
等
が
生
ま
れ
、
も
っ
と
言

え
ば
、
壁
を
取
り
除
く
こ
と
で
不
公
平
さ
が
な

え
ば
、
壁
を
取
り
除
く
こ
と
で
不
公
平
さ
が
な

く
な
り
、
公
正
な
状
態
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
こ

く
な
り
、
公
正
な
状
態
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
こ

と
を
表
現
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
す
。

と
を
表
現
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
す
。

　

男
女
平
等
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
男
性
と

　

男
女
平
等
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
男
性
と

女
性
お
互
い
を
理
解
し
認
め
合
う
こ
と
が
第
一

女
性
お
互
い
を
理
解
し
認
め
合
う
こ
と
が
第
一

歩
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

歩
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
変
に
無
理
な
平
等
を
唱
え
る
状
態
を
改
め

し
、
変
に
無
理
な
平
等
を
唱
え
る
状
態
を
改
め

な
い
と
、
理
解
は
進
ま
な
い
と
思
う
の
は
私
だ

な
い
と
、
理
解
は
進
ま
な
い
と
思
う
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

け
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
公
平
と
い
う
考
え
で
、
男
女
平
等
を
進

　

男
女
公
平
と
い
う
考
え
で
、
男
女
平
等
を
進

め
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い
て
も
す
べ
て

め
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い
て
も
す
べ
て

の
人
が
お
互
い
に
認
め
合
い
、
協
力
し
合
っ
て

の
人
が
お
互
い
に
認
め
合
い
、
協
力
し
合
っ
て

進
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
男
女
平
等
に

進
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
男
女
平
等
に

つ
い
て
の
理
解
が
も
っ
と
早
く
進
む
で
し
ょ

つ
い
て
の
理
解
が
も
っ
と
早
く
進
む
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な

う
。
そ
の
よ
う
な
地地ま

ち

ま

ち域域
づ
く
り
を
今
後
も
み
ん

づ
く
り
を
今
後
も
み
ん

な
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こんにちは!愛育会です!No.200
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

▼
脳
梗
塞
と
は

　

脳
梗
塞
と
は
、
脳
に
栄
養
を

送
る
血
管
が
詰
ま
り
、
脳
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
病
気
で
す
。

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
年
々

患
者
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た

脳
の
部
位
で
症
状
は
異
な
り
ま
す
が
、
運
動
障
害

（
手
足
が
動
か
な
い
）
や
言
語
障
害
（
言
葉
が
上

手
く
話
せ
な
い
、
理
解
で
き
な
い
）
の
ほ
か
、
認

知
症
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
脳
梗
塞
の
原
因
と
予
防
法

　

脳
梗
塞
に
は
、
血
管
の
老
化
（
動
脈
硬
化
）
に

よ
り
血
管
自
体
が
細
く
な
っ
て
詰
ま
る
も
の
（
ラ

ク
ナ
梗
塞
と
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
）
と
、

心
臓
に
で
き
た
血
の
塊
（
血
栓
）
が
流
れ
て
、
脳

の
血
管
を
詰
め
る
も
の
（
心
原
性
脳
塞
栓
症
）
が

あ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
、
高
血
圧
や
脂
質
異
常

症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
、
喫
煙
や
運

動
不
足
な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習
慣
に
よ
り
悪
化

し
ま
す
の
で
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
こ
れ
ら
を

し
っ
か
り
と
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
方
、

心
臓
に
血
栓
が
で
き
る
主
な
原
因
は
、
心
房
細
動

と
い
う
不
整
脈
で
す
。
動
悸
な
ど
の
症
状
が
あ
れ

ば
早
め
の
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
で
す
。

▼
急
性
期
再
開
通
療
法

①
血
栓
溶
解
療
法

　

脳
の
血
管
が
詰
ま
る
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
脳
の
ダ
メ
ー
ジ
が
進
み
、
つ
い
に
は
完
成
し
ま

す
。
そ
の
前
に
血
栓
を
t
‐
P
A
と
い
う
薬
で
溶

か
し
、
血
流
を
再
開
さ
せ
、
脳
の
働
き
を
取
り
戻

す
の
が
、
血
栓
溶
解
療
法
で
す
。
脳
梗
塞
が
完
成

し
て
し
ま
う
4
.
5
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
治
療
可

能
で
す
が
、
出
血
や
大
け
が
の
後
で
は
、
こ
の
薬

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
血
栓
回
収
療
法

　

t
‐
P
A
を
使
用
で
き
な
い
場
合
や
、
効
果
が

無
い
場
合
に
は
、
血
栓
回
収
療
法
を
検
討
し
ま
す
。

こ
の
治
療
で
は
、
足
の
付
け
根
の
血
管
か
ら
、
カ

テ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
い
管
を
脳
内
の
詰
ま
っ

た
血
管
ま
で
進
め
、
金
属
製
の
小
さ
な
網
目
状
の

筒
（
ス
テ
ン
ト
）
で
血
栓
を
捕
ら
え
て
体
外
へ
と

除
去
し
ま
す
。

　

こ
の
方
法
に
よ
り
、
以
前
は
治
療
で
き
な
か
っ

た
患
者
さ
ん
も
、
完
全
回
復
す
る
可
能
性
が
で
て

き
ま
し
た
。
血
管
が
詰
ま
っ
て
か
ら
治
療
開
始
ま

で
の
時
間
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
高
い
の

で
、
脳
梗
塞
と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
山
梨
大
学
で
の
脳
卒
中
治
療

　

山
梨
大
学
は
、
24
時
間
3
6
5
日
、
脳
卒
中
患

者
を
受
け
入
れ
、
血
栓
溶
解
療
法
や
血
栓
回
収
療

法
を
含
め
た
治
療
を
速
や
か
に
開
始
で
き
る
一
次

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
コ
ア
施
設
（
地
域
の
中
心
と
な

っ
て
脳
卒
中
を
治
療
す
る
病
院
）
に
、
山
梨
県

で
唯
一
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
接
救
急
車
で
来

院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
血
栓

回
収
療
法
を
常
時
実
施
で
き
な
い
施
設
と
も
連
携

し
、
一
人
で
も
多
く
の
脳
卒
中
患
者
さ
ん
を
救
え

る
よ
う
、
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 
脳
神
経
外
科 

准
教
授　
吉
岡 

秀
幸　

脳
梗
塞
の
最
新
治
療

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　二輪車（オートバイ・自転車）の盗難被害が後を絶
ちません。二輪車を盗む犯人は、カギがかかってお
らず、簡単に盗みやすい二輪車を探しています。
　盗難被害防止の基本は、カギかけです。
　オートバイや自転車を二つ以上のカギで守る
ツーロックは、犯人に「簡単には盗めない二輪車だ」
と犯行を諦めさせる有効な手段です。
　その他、大切なオートバイや自転車を盗難被害か
ら守るための「ポイント」をご紹介します。

○オートバイは、車庫や家の中など見えない場所
に保管するか、固定されている柱等と車体をワ
イヤー錠等でくくり付けましょう！

◯カギは必ず抜き、ハンドルロックを確実にしま
しょう！

◯自転車は、備え付けのカギを
必ずかけましょう！

　警察では、事件・事故などの緊急事案の早期解決を目的として、

を合言葉に、24 時間体制で 110 番通報に対応しています。
　110 番通報すると、受理担当の警察官が通報内容を聞きなが
ら、同時に別の警察官が管轄する警察署やパトカーなどに指令
を出して、現場に急行させますので、

　・どこで（場所～住所、建物名、信号機名など）
　・何　が（事件・事故）
　　あったのか
落ち着いてお話しください。 
　110 番は、緊急通報ダイヤルです。緊急性のない110 番通報は、
真に緊急性のある110 番通報対応の支障となります。落とし物
や運転免許証の更新手続きに関するお問い合わせは、最寄りの
警察署、交番、駐在所へお願いします。 
　また、困りごとなどの相談につきましては、 警察本部総合相談
室「#9110」 （# が利用できない場合は、☎︎ 055-233-9110）をご
利用ください。 
　110番通報の適切利用にご理解とご協力をお願いいたします。 

１月10日は「110番の日」
110番の適正利用をお願いします

自転車の盗難防止に
カギかけ・ツーロック

１１　　１　０１　０い
・

ち早く い
・

そがず
　　慌てず れ

・
い静に

日　時：２月 10 日（土）
　　　　午前 10 時～正午（会場：午前９時 50 分）
場　所：昭和町総合会館

時　間 プログラム名 対　象

10：00 ～
アジリティ＆ラン（ヘルスアップ）

運動不足やストレス解消、転倒防止のために
楽しく体を動かそう☆

年中さん以上なら
どなたでも

10：50 ～ 食育クイズ！
君も食育はかせになろう！

どなたでも

11：20 ～ 親子や家族で遊ぼう！　　　　
寒い冬だからこそ、みんなで元気に遊ぼう♪

0才～未就学児、
パパ・ママ、ご家族
どなたでも

みんなで健康を体験して考えよう！
今年は

やります！

〈 参加型プログラム 〉

詳しくは『広報しょうわ 2 月号』でお知らせします♪

他にも、いろんなコーナーが目白押し！
♪ 体力測定コーナー
♪ ＪＡ山梨みらい昭和支店・みらいファーム販売コーナー
♪ 子育て家庭の防災コーナー

お帰りの際は、
美味しい試食と

お花をプレゼント♪

※事前申し込みが
　必要です。
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日
時　
１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
１
月
４
日
（
木
）
～
26
日
（
金
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
昭
和
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
は
、
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

楽
し
む
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
。

　

従
来
の
地
域
型
か
ら
形
を
変
え

て
、
個
人
参
加
で
活
動
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

参
加
料　
無
料

日
に
ち
・
場
所　
※
す
べ
て
金
曜
日

　

１
月
26
日
〈
地
〉、２
月
23
日
〈
総
〉

　

３
月
22
日
〈
地
〉

〈
総
〉
…
昭
和
町
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
（
押
越
１
０
０
１
）

〈
地
〉
…
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
押
越
４
９
５
‐
２
）

時
間

　
午
後
８
時
～
10
時

※
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会
の
日
程
に
合

わ
せ
て
活
動

※
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
町

ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
加
入
し
て
お
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　

県
で
は
、「
食
品
添
加
物
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
食
品
添
加
物
の
役
割

や
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
解
説
し
ま
す
。
普
段
の
疑
問
や

不
安
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　

２
月
９
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

場
所

　
山
梨
県
立
文
学
館 

講
堂

　
（
甲
府
市
貢
川
１
‐
５
‐
35
）

申
し
込
み
方
法
（
事
前
予
約
制
）

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
５
５
‐
２
４
２
‐
６
１
７
８

　
（
甲
府
市
生
活
衛
生
薬
務
課
）

〇
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と

　

https://apply.e-tum
o.jp/pref-

yam
anashi-u/offer/offerList_

detail?tem
pSeq=

9553

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
県
民
生
活
部

　
　
県
民
生
活
安
全
課

（
☎
２
２
３
‐
１
５
８
８
）

　
延
期
を
し
て
お
り
ま
し
た
、
令
和

５
年
度
の
「
高
齢
者
生
き
が
い
バ
ス

事
業
」
及
び
「
障
害
者
社
会
見
学
バ

ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
へ
の
感
染
症
の
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
、
中
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
介
護
課

（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

で
は
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

〈
２
月
開
講
講
座
（
塩
山
）〉

〇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修（
W
ｅ
ｂ
）

　

対
象　

事
業
所
の
総
務
、
広
報
、

販
促
等
の
担
当
で
、
Ｗ
ｅ

ｂ
の
活
用
に
つ
い
て
学
び

た
い
方

　
日
程　
午
前
９
時
～
（
６
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
13
日
ま
で

〇
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎

　
対
象　
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
の

操
作
、
文
字
入
力
・
変
換

等
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
方

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
１
月
19
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２
）

〈
２
月
開
講
講
座
（
都
留
）〉

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設［
基
礎
編
］

　
対
象　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文

書
作
成
の
で
き
る
方

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
９
日
ま
で

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設［
応
用
編
］

　
対
象　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
文

書
作
成
の
で
き
る
方

　
日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
21
日
ま
で

〇
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
機
械
設
計
の
基
礎

　

対
象　
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
つ
い
て

学
び
た
い
方
で
機
械
に
関

す
る
基
礎
知
識
が
あ
り

W
indow

s

パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

　
日
程　
午
前
９
時
～
（
６
時
間
）

　
　
　
　

２
日
間
の
講
座

　
募
集
期
間　
２
月
21
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
８
９
１
１
）

◆
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.yitjc.ac.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

昭
和
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

か
ら
の
お
誘
い

食
の
安
全
・
安
心
を
語
る
会

　
新
年
を
迎
え
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
ま
た
、新
た
な
一
年
が
始
ま
り

ま
す
。伝
統
行
事
の
拝
賀
式
と
小
正
月
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
天
候
等
に
よ
り
日
程
・

内
容
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧
や
区

内
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

互
ご れ い か い

礼会・拝賀式  １月１日
　拝賀式（互礼会）は、正月元旦に地区の氏神さんや公会堂に集い、
年初の挨拶を交わし合う伝統行事です。
　区によっては年男や新成人のお祝いも行われます。

年
初
の
地
区
行
事

どんどん焼き・小正月祭り
　どんどん焼きは、小正月の道祖神祭りに由来するといわれる行事で、蚕の繭に似せた米粉の団子
を柳の枝に刺し、正月飾りや書初めを焚き上げた火であぶって食べる伝統行事です。「どんど焼き」

「どんと焼き」ともいわれ、町内では昔から親しまれています。また、地区によっては獅子舞や祭典、
まゆ玉づくりなども行われます。
　焚き上げは原則、紙や木などに限られます。金物やプラスチック等の持ち込みはご遠慮ください。

　※「日時」は、「主な内容」記載の行事全体の予定日時です。
　※「場所」は、どんどん焼き会場です。新年交歓会、まゆ玉作り等は、地区公会堂等が会場となります。
　※「獅子舞」の訪問対象は区によって条件が異なり、区内全戸訪問ではありません。

地区名 日　時 場所（どんどん焼き会場） 主な内容

西 条 二 区
1月13日（土） 午後1時〜 西条二区第一

4 4

公会堂 道祖神祭り（午後1時～）、
どんどん焼き（午後4時～）

1月13日（土） 午後4時30分〜 西条二区第二
4 4

公会堂 十四日正月（道祖神祭り）、
どんどん焼き

清 水 新 居 1月14日（日） 正午〜 道祖神前（北１組） 道祖神祭り（正午～）、
どんどん焼き（午後5時30分～）

西 条 新 田 1月13日（土） 西 午後１時〜 村西道祖神 どんどん焼き1月14日（日） 東 午後３時30分〜 東道祖神

押 越 1月 ８日（月） 午後５時30分〜 八幡神社（北・南）、道祖神（東・川瀬） どんどん焼き1月14日（日） 午後６時〜 第二公会堂（曲）、道祖神（下）

河 東 中 島 1月13日（土） 午後５時〜 熊野神社（第一公会堂隣） どんどん焼き

紙 漉 阿 原 1月 ７日（日） 午前10時〜 阿原第1号公園（天白神社隣） 獅子舞（午前10時～）、
どんどん焼き（午後4時30分～）

築 地 新 居 1月 ７日（日） 午後４時〜 飯喰409付近の田んぼ（昭和バイパス
沿い店舗サンロードの北側）

獅子舞（午前９時～）、
どんど焼き（午後4時～）

飯 喰 1月13日（土） 正午〜 熊野神社 獅子舞（正午～）、
どんどん焼き（午後6時～）

河 西 1月 ７日（日） 午後４時〜 諏訪神社（河西区公会堂向かい） 獅子舞（区内は午前中、午後４時～諏訪神
社）、どんどん焼き（午後4時30分点火）

上 河 東 1月 ７日（日） 午後４時30分〜 熊野神社（公会堂隣） 道祖神祭り、お焚き上げ、獅子舞

上河東二区 1月13日（土） 午後６時～ 上河東横田第一公園
（上河東二区パンダ公園広場） どんどん焼き

地区名 時　間 場　所
西 条 一 区 午前 9 時〜 若宮神社（西条一区公会堂前）
西 条 二 区 午前 8 時〜 義清神社（西条二区第一公会堂隣）
清 水 新 居 午前 7 時～ 諏訪神社（清水新居 189）
西 条 新 田 午前 8 時〜 日吉神社（西条新田 318）
押 越 午前 8 時〜 八幡神社（押越 2189）
河 東 中 島 午前 8 時〜 熊野神社（河東中島区公会堂隣）
紙 漉 阿 原 午前 8 時〜 天白神社
築 地 新 居 午前 8 時〜 御崎神社（築地新居区公会堂隣）
飯 喰 午前 8 時〜 熊野神社
河 西 午前 8 時〜 諏訪神社（河西区公会堂向い）
上 河 東 午前 9 時～ 熊野神社（上河東区公会堂隣）
上河東二区 午前 9 時～ 上河東二区集会所

生
き
が
い
バ
ス
・
社
会
見
学
バ
ス

中
止
の
お
知
ら
せ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〈 

２
月
の
日
程 

〉

※
2
日
（
金
）
筋
力
ア
ッ
プ
体
操

　
13
日
（
火
）
脳
ト
レ
体
操

※
15
日
（
木
）
気
功
ス
ト
レ
ッ
チ

　
21
日
（
水
）
音
楽
療
法

　
29
日
（
木
）
リ
ン
パ
体
操

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス
ク

申
込
受
付

　
１
月
22
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
参
加
し
た
い
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

※
新
し
い
教
室
の
ご
紹
介
で
す
。

〇
２
日 

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
は
、
日

常
生
活
で
使
う
筋
肉
を
十
分
に
ほ

ぐ
し
て
か
ら
、
鍛
え
て
い
く
運
動

で
す
。

〇
15
日　
気
功
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
呼

吸
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
身
体
を

伸
ば
し
て
い
く
運
動
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
昭
和
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
し
て

み
た
い
人
を
対
象
に
、「
昭
和
町
民

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
３
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
）

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
運
動
室

対
象
者

　
町
内
在
住
者
ま
た
は
勤
務
、
通
学

さ
れ
て
い
る
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
が
あ
る
方

内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
発

表
、
防
災
ミ
ニ
講
座
、
勝
沼
人
形

劇
団
「
葡
萄
の
実
」
に
よ
る
人
形

劇
等

参
加
費　
無
料

申
し
込
み

　
１
月
25
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
団
体
事
務
局

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
）

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
家
庭
や

職
場
で
余
っ
た
食
品
を
持
ち
寄
り
、

食
料
の
確
保
が
困
難
な
団
体
や
個
人

を
支
援
す
る
活
動
と
し
て
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
食
料
は
町
内

で
生
活
に
お
困
り
の
世
帯
へ
食
料
支

援
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
１
月
12
日
（
金
）
～
21
日
（
日
）

収
集
場
所
・
時
間

・
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
甲
府
昭
和

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
甲
府
昭
和
店

・
バ
ロ
ー
甲
府
昭
和
店 

※
各
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

付
近
に
食
料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
※
収
集
受
付
時
間
は
、
各
店
舗
の
営

業
時
間
内
に
な
り
ま
す
。

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

○
米 
○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

○
調
味
料
各
種
、
○
菓
子
等

※
賞
味
期
限
が
令
和
６
年
３
月
21
日

以
降
の
も
の
で
未
開
封
の
も
の
。

米
は
、
も
み
、
玄
米
、
白
米
の
い

ず
れ
か
で
令
和
３
年
度
産
以
降
の

も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
訪
問
介

護
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
若
干
名

採
用
期
間

　
採
用
決
定
後
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
、
再
採

用
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法

　
第
一
次
審
査 

… 

書
類
選
考

　
第
二
次
審
査 

… 

面
接

応
募
資
格

　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
未

満
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
及

び
自
家
用
車
を
所
有
し
、
業
務
に
使

用
で
き
る
方

活
動
内
容

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
（
軽
度

生
活
援
助
、
総
合
事
業
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ａ
等
）

　
家
事
援
助
（
掃
除
等
）

活
動
時
間　
週
に
４
～
５
時
間
程
度

時
給　
活
動
内
容
ご
と

応
募
方
法

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
履
歴
書
及

び
職
務
経
歴
書
を
募
集
期
間
内
に
提

出
す
る
こ
と
。

募
集
期
間

　
令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
「
健
康
体
操
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　

２
月
14
日
、
21
日
、

　
３
月
６
日
、
13
日

　
各
水
曜
日　
全
4
回

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所

　
昭
和
町
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
脳
ト
レ

な
ど

対
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

　
　
40
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

講
師

　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
川
上 

嘉
典 

氏

受
付
開
始

　
１
月
29
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
原
則
、
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
民
法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
、
相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
の
所
有
権
移
転
登
記
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
（
令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
以
前
に
相
続
が
発
生
し
て
い
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
法
務
局
に
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
登
記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書

士
へ
の
相
談
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局

（
☎
２
５
２
‐
７
１
８
６
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
多
重
債
務
専
門
相
談
窓
口

（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
９
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

ふ
れ
あ
い
教
室
の
ご
案
内

「
昭
和
町
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
つ
ど
い
」
参
加
者
募
集

文
芸
コ
ー
ナ
ー

注
射
待
つ
小
学
の
我 

杉
浦
醫
院

今
元
気
で
す
七
十
九
歳

中
澤　

孝
子

身
延
線 

色
づ
く
車
窓 

沼
津
ま
で

そ
の
地
に
眠
る
同
期
の
仲
間

小
林　

康
博

霜
降
り
し
サ
ク
サ
ク
稲
株 

踏
み
つ
け
て  

道
化
る
私 

一
人
の
世
界

河
田
よ
し
ゑ

天
高
く
空
は
真
っ
青　

富
士
は
真
っ
白

コ
キ
ア
は
真
っ
赤　

こ
こ
昭
和
町

石
原　

明
子

重
機
音
草
茫
茫
の
畑
蘇
り

や
が
て
開
け
る
新
し
い
町

田
中　

祥
子

と
び
き
り
の
笑
顔
に
出
会
い
顔
ほ
こ
ろ
ぶ

ひ
た
す
ら
願
う
戦
争
終
結

大
原
優
美
子

振
り
袖
が 

舞
う
歌
姫
の 

足
も
と
に

涼
風
送
る 

残
暑
の
舞
台

三
橋　

雅
江

手
術
後
の
一
年
検
査
順
調
と

医
師
は
告
げ
た
り
我
に
笑
顔
で

松
田　

君
江

短
歌

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

訪
問
介
護
員
募
集

笑
う
‼

健
康
体
操
教
室

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

11月10月9月8月7月6月5月

35
33
36

常永地区(築地新居、飯喰、河西、上河東、上河東二区)

押原地区(押越、河東中島、紙漉阿原)

西条地区(西条一区、西条二区、清水新居、西条新田)

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 11 月分の医療費は、
約 7,781 万円（前年同月比
19.16% の減）です。
　 ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

　11月は、先月と比較すると
全体の収集量は約９t 減の330t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて１㎏減の
35 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

防災一口メモ　　　　　　災害時、蓄電池が使えない？！
　防災対策として家庭用蓄電池を導入しているご家庭も増えています。しかし、使い方を詳しく確認して
おかないと停電時に蓄電池が使えない事態になってしまう場合もあります。

女性防災ネット昭和

●停電時に「自立運転モード」に切り替わっていないと使用で
きません。手動で自立運転モードに切り替えないとならない
ケースもありますので、説明書をよく読んだり、メーカーや
施工業者に「自立運転モードへの切り替えの仕方」を確認し
ておきましょう。停電時に切り替えるのは大変難しい作業で
すので、事前に切り替えの方法を知っておくことが大事です。

●蓄電池は「特定負荷型」と「全負荷型」が
あります。特定負荷型蓄電池は、あらかじ
め使える部屋やコンセントを指定しておく
ものです。停電時に各部屋で電気を使用し
たい場合は、全負荷型で電気を供給するた
めの工事が必要です。

ここを確認

★製品やメーカーごとに仕様が違います。詳しくは施工業者やメーカーに問い合わせてください。

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧

ツ
イ

ッ
タ

ー
）　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

あとがき
　

２
０
２
４
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
辰た

つ

年
。

辰
に
は
竜
が
当
て
ら
れ
ま
す
。
竜
は
日
本
各
地
で
水

神
と
し
て
も
祀
ら
れ
て
お
り
、
初
詣
な
ど
で
神
社
や

お
寺
の
手
水
舎
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
昭
和
町
に
と
っ
て
意
外

と
身
近
な
存
在
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

１
月
は
地
域
の
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
寒

く
て
家
か
ら
出
る
こ
と
が
億
劫
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
ぜ
ひ
地
域
の
行
事
や
初
詣
な
ど
に
出
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
良
い
年
に
す
る
た
め
に
も
、
良
い
ス

タ
ー
ト
で
一
年
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
広
報

し
ょ
う
わ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（40 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

令和３年 8 月 8 日生（女の子）
（父）勇貴 さん（母）葵 さん（西条新田）

佐藤　燈
あかり

 ちゃん

すくすく育ってくれてありがとう！
ジュースは飲み過ぎ注意！

　１月７日の朝は朝食に七草
入りのおかゆを食べ、無病息
災と長寿を願います。その季
節にいち早く芽吹く強い生命
力を食べ、邪気を祓

はら

うものと
し て 始 ま っ た よ う で す 。 ま
た、青菜の少ない時期にビタ
ミンを取り入れ、ごちそう続
きで疲れた体調を整えるとい
う昔の人の知恵も反映されて
いると言われています。
　せり・なずな・ごぎょう・
はこべら・ほとけのざ・すず
な・すずしろの「春の七草」
それぞれ縁起の意味合いや効
能を持ちます。食べる前にぜ
ひ調べてみてくださいね。

お正月の最後に
体調を整える、七草粥

子どもも喜ぶ美味しい七草粥

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	大根、かぶの葉を切り離し、さいの目切りにする。
　	七草と大根、かぶを茹でた後、冷水につけておく。
②	水気をきり食べやすい大きさに切る。
　	ニラも同様。サラダチキンはほぐしておく。
③	お鍋に米と水を入れ、沸騰したら鍋の蓋をし（完全

に蓋をすると吹き出すので必ずずらす）、30分ほど
弱火で煮る。

④	お粥が炊けたら、溶き卵を入れ、ざっくり混ぜて火
を通す。サラダチキンと鶏がらスープの素、塩を入
れて味付けをする。

⑤	最後に七草、ニラを入れてざっくり混ぜる。
　	しょうゆは少々お好みでどうぞ。

◆ 材料（４人分）
米　　　　　　１合
水　　　　　　７カップ
七草　　　　　適量
サラダチキン　80ｇ
ニラ　　　　　適量
卵　　　　　　２個
鶏ガラスープの素　小さじ２
しょうゆ　　　少々
塩　　　　　　少々

レシピ提供
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